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LABV 事業による新施設「A スクエア」に、地
域課題解決に主体的に取り組む市民活動団体
を支援するための拠点として、「市民活動セン
ター」を新設し、その運営を行います。
■名称：山陽小野田市民活動センター
■位置：山陽小野田市中央二丁目 3 番 1 号

（A スクエア内）
■施設内容：交流ホール、会議室（1 ～ 5）、

作業スペース、PC カウンター、ロッカー等
■供用開始日：令和 6 年 4 月 1 日
■施設管理・運営：指定管理者

（アクティオ株式会社）

市内の指定地区において、空き店舗を活用し
て事業を開始する人に対して、当該店舗のリ
ニューアル費用の一部を補助します。令和 6
年度から、旧セメント町商店街周辺地区につい
て補助上限額を引き上げます。

★市民活動センター推進事業
（6,863 万 1 千円）

☆空き店舗等利活用支援事業（300 万円）

人口減少や高齢化により、地域活動や行政サー
ビスの提供が難しくなる中、デジタル技術に精
通した民間事業者の支援を受けながら、デジタ
ル技術を活用した地域課題の解決、行政サービ
スの質向上を図ります。

令和 4 年度の DX 協創プラットフォームにお
いて提案された、スマートウォッチや健康デー
タを活用した健康づくり事業について、令和 5
年度からの 3 年間で、実証を行いながら事業
化します。なお、実施に当たっては、山口東京
理科大学との連携により、データの分析・分析
データの活用に取り組みます。

健康寿命の延伸を目指す、スマイルエイジング
事業の一環として、市内 4 つの公園で、ウォー
キングコースの園路改修や健康遊具の設置をす
すめ、市民の運動習慣のきっかけづくりのため
の環境整備を行います。これまでに 3 つの公園
で実施しています。令和 4 年度からは糸根公園
と青年の家が立地する区域をスマイルエイジン
グパークと称して一体的に整備を進めています。

活用可能な空き家の所有者等に対し、活用に向
けた意向調査を実施します。あわせて「地域コ
ミュニティスペース促進事業補助金」を創設し、
地域コミュニティ活動の拠点づくりに繋げます。

★空き家リソース活用事業（128 万 5 千円）

☆デジタル化推進事業（620 万円）

☆山口東京理科大学との協創・
　データ活用によるスマートシティ推進事業

（4,300 万 4 千円）

☆スマイルエイジングパーク事業
（3,506 万 2 千円）

その他の主要事業

令和 6 年度︱当初予算の概要

横断的施策

令和 6 年度から 4 年間の水道料金引き上げの
激変緩和措置として、水道事業会計に出資金を
支払います。財源はオートレース事業からの繰
入金を充てています。

★水道料金引上に伴う激変緩和のための
　出資事業（7,000 万円）


